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第 1章 はじめに 
 












第 2章 教師の休職・退職意識に影響を及ぼす諸要因 （研究 1） 
 




















第 3章 教師の休職・退職意識と関連する変数の検討と 






















第4章 教師の気持ちや意欲と校長のリーダーシップの関連 （研究4） 
 





















第 5章 校長のリーダーシップが教師の休職・退職意識に及ぼす影響  
――教師の感情および教師のバーンアウト傾向を 
取り込んだ検討―― （研究 5） 
 


























第 6章 校長と教師が重要と認知する校長のリーダーシップ・スタイル 
――職域メンタルヘルスの視点から校長と 
教師の認知の違いに着目して―― （研究 6） 
 
校長のリーダーシップは，本研究で扱った「集団維持型」と「目標達成型」によるリ














第 7章 本研究の総括と今後への展望 
 
本研究において，およそ 4 割の教師が休職・退職を意識しながら勤務していることを
明らかにし，休職・退職意識を高める要因，および休職・退職意識を軽減させる要因を
示せたことは，今後，教師の精神性疾患による休職や退職の軽減を考える上で，重要な
示唆を与えると考える。また，これまでわが国において，「校長のリーダーシップ」と
「教師の休職・退職意識」を関連させた研究は行われてこなかった。そのような状況に
あって，本研究は，国内外での研究結果を援用し，「校長のリーダーシップ・スタイル
は教師の感情を前向きにし，教師の前向きな感情は教師のバーンアウト傾向を軽減し，
教師のバーンアウト傾向の軽減は教師の休職・退職意識の軽減に寄与する」という，ポ
ジティブなモデルの構築を行い，加えて校種別の特徴を示した。ここに，本研究の独創
性があるといえる。これらは，教師のメンタルヘルス・ケアを行うキーパーソンは管理
職であり，管理職による適切なバックアップの重要性を示唆する文部科学省（2012）の
方向性を後押しする結果といえる。そして，校長や教師が重要と認知した，教師の気持
ちを慮り，教師の心に寄り添うことに重きをおいた校長のリーダーシップ・スタイルが，
教師のメンタルヘルス維持・向上に重要な役割を果たす可能性を示せたことも，本研究
がもつ重要な成果と考える。さらに，本研究では従来のリーダーシップのイメージを覆
し，校長のポジティブなリーダーシップ行動の具体例（「教師の教育活動の様子や教師
の想いの見える化」，「チェックリストの活用」，「ランチミーティグ」，「ほめる」，
「Appreciative Inquiry に基づいたポジティブ・マネジメント研修」，「コーチング」）を提
案した。これは，今後の学校現場における教師のメンタルヘルス維持・向上への取り組
みに寄与し得ると考える。今後は，校長が教師に対してポジティブな行動をとることが，
教師の休職・退職意識軽減にどの程度の効果があるかを検証する必要がある。 
 
 
